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２大展示会を同時開催

産業界の活力で新相模原を創出
会員とともに行動、変革、そして未来へ
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当
商
工
会
議
所
は

３
月
12
日
、
市
立
産
業

会
館
で
「
も
の
づ
く
り

応
援
ツ
ー
ル
展
示
会

２
０
１
９
」
と
「
第
２

回
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
展
ｉ
ｎ
さ
が
み
は

ら
」を
同
時
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
両
展
示

会
で
計
４
０
０
名
以

上
の
事
業
者
が
来
場
、

両
テ
ー
マ
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

〈
も
の
づ
く
り
応
援
ツ
ー
ル
展
示
会
〉

　

工
業
部
会
（
甲
斐
美
利
部
会
長
）は

「
も
の
づ
く
り
応
援
ツ
ー
ル
展
示
会

２
０
１
９
」を
開
催
。
中
小
製
造
業
向

け
に
安
価
で
使
い
や
す
い
「
ス
マ
ー
ト

も
の
づ
く
り
応
援
ツ
ー
ル
」（
経
済
産

業
省
に
て
公
開
）を
中
心
と
し
た
26
社

45
ツ
ー
ル
を
展
示
・
紹
介
し
た
ほ
か
、

経
済
産
業
研
究
所
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
研
究
会

主
宰
・
岩
本
晃
一
氏
を
は
じ
め
と
す
る

３
部
構
成
の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
、
専
門
家

に
よ
る
会
場
ア
テ
ン
ド
も
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
会
員
事
業
者
を
中
心
に

２
２
０
名
以
上
が
参
加
。
展
示
さ
れ
た

生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
や
セ
ン
サ
ー
、
動

画
解
析
ソ
フ
ト
な
ど
、
自
社
に
合
う
ツ
ー

ル
を
比
較
検
討
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
原
価
管
理
を
目
的

と
し
た
作
業
分
析
に
使
え
そ
う
な
ソ
フ
ト

が
見
つ
か
っ
た
」「
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
対

象
ツ
ー
ル
も
あ
り
具
体
的
な
導
入
を
検
討

し
た
い
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
展
し
た
市
内
企
業
か
ら
は
「
複

数
の
見
積
依
頼
が
あ
り
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
げ
た
い
」「
他
社
出

展
ツ
ー
ル
を
見
る
こ
と
で
、
自
社
の
今
後

の
開
発
に
活
か
せ
そ
う
だ
」な
ど
の
声
が

あ
り
、
来
場
者
、
出
展
者
の
双
方
に
と
っ

て
実
り
の
あ
る
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
展
〉

　

商
業
部
会（
武
内
英

雄
部
会
長
）が
企
画
し
た

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
展

ｉ
ｎ
さ
が
み
は
ら
」は
、

２
月
の
相
模
大
野
会
場
に

引
き
続
き
２
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

話
題
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
９

社
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
示
・

紹
介
し
た
ほ
か
、
有
村
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ

ス
代
表
で
中
小
企
業
診
断

士
の
有
村
知
里
氏
に
よ
る

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー

ビ
ス
導
入
の
ポ
イ
ン
ト
」

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
さ

ら
に
は
消
費
税
増
税
に
伴
う
各
種
補
助
金

な
ど
の
活
用
の
た
め
の
個
別
相
談
ブ
ー
ス

も
設
置
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
１
８
０
名
以
上
の
会
員
事
業
者

が
セ
ミ
ナ
ー
受
講
に
続
き
、
各
社
が
用
意

し
た
決
済
端
末
の
実
機
や
決
済
デ
モ
画
面

な
ど
を
見
比
べ
な
が
ら
自
社
に
合
う
サ
ー

ビ
ス
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
入
金
の
サ
イ
ク
ル
や

手
数
料
な
ど
を
一
覧
表
で
比
較
で
き
た
の

は
便
利
だ
っ
た
の
と
同
時
に
、
納
得
の
上

で
導
入
サ
ー
ビ
ス
を
決
定
で
き
た
」「
予

備
知
識
が
無
い
中
で
の
参
加
だ
っ
た
が
、

セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談
を
活
用
し
て
導
入

の
目
処
が
立
っ
た
」と
い
っ
た
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

当
商
工
会
議
所
で
は
２
つ
の
展
示
会
の

注
目
度
の
高
さ
か
ら
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
ツ
ー
ル
の

紹
介
や
導
入
支
援
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
、
ま
た
、
ス
ム
ー
ズ
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
へ
の
支
援
な
ど
、
今
後
も
メ
リ
ッ
ト

あ
る
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

220名余りが来場 出展者プレゼンも実施 セミナーも盛況

熱気溢れる会場

中小企業診断士による個別相談も盛況 実機を手に取りながらの各社ブース

申し込みもできる商談ブース セミナーは超満員

IoT&キャッシュレス展示会に
400名超が来場！
2大展示会を同時開催
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当
商
工
会
議
所
は
３
月
19
日
、
相

模
原
市
民
会
館
で
「
第
92
回
通
常
議

員
総
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
１
１
６
名
の
議
員
が
出
席
（
う
ち

委
任
状
出
席
71
名
）し
、
２
０
１
９

年
度
事
業
計
画
（
案
）並
び
に
一
般

会
計
及
び
各
特
別
会
計
（
３
会
計
）

の
収
支
予
算
（
案
）と
常
議
員
２
名

の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
に
可
決
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
地
域
振
興
事
業
費

予
算
を
対
前
年
比
で
１
８
２
万
円
増
額

し
、
経
営
支
援
に
関
連
す
る
事
業
を
拡

充
。
特
に
消
費
増
税
関
連
の
相
談
体
制
強

化
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
、
事
業
承
継

の
促
進
、
Ｉ
Ｔ
活
用
促
進
に
関
す
る
事
業

と
と
も
に
、
新
規
に
ス
マ
ー
ト
も
の
づ
く

り
応
援
隊
事
業
、
外
国
人
労
働
者
受
入
支

援
事
業
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
支
援

事
業
、
相
模
原
市
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進

事
業
、働
き
方
改
革
取
り
組
み
支
援
事
業
、

メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
活
用
事
業
な
ど
も
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、各
部
会
費
を
増
額
し
、

各
会
計
予
算（
議
案
第
２
～
５
号
関
連
）

杉
岡
会
頭
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　

近
年
は
、
中
小
・
小
規
模
企
業
に
お
け

る
人
手
不
足
や
後
継
者
不
足
が
休
廃
業
増

加
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が

顕
在
化
し
て
お
り
、
地
域
商
工
業
の
振
興

を
図
る
商
工
会
議
所
と
し
て
は
、
企
業
が

抱
え
る
課
題
解
決
に
全
力
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
中
、
当

商
工
会
議
所
で
は
、
人
手
不
足
や
事
業
承

継
を
は
じ
め
、地
域
産
業
の
動
向
、景
気
、

社
会
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
経
営
課

題
を
解
消
し
、
次
世
代
に
向
け
た
経
営
戦

略
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
盛
り
込
ん
だ
第
４
次
中
期
行
動

計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
の
開
催
と
と
も
に
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ
る
経
済
効
果
、

ま
た
２
０
２
７
年
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

先
行
開
業
に
合
わ
せ
た
ま
ち
び
ら
き
な

ど
、
本
市
が
さ
ら
に
発
展
す
る
中
で
「
中

小
・
小
規
模
企
業
の
支
援
」「
次
世
代
産

業
の
育
成
」「
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
観

光
振
興
」に
関
わ
る
事
業
な
ど
を
重
点
実

施
し
、
地
域
経
済
に
お
け
る
稼
ぐ
力
の
強

化
に
向
け
、行
政
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
外
国
人
人
材
活
用
支

援
や
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
企
業
へ
の
就
職
支
援
、

ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た

生
産
性
向
上
支
援
な
ど
、
人
手
不
足
問
題

の
解
消
に
向
け
た
新
規
事
業
、
事
業
承
継

を
含
め
た
企
業
支
援
事
業
の
拡
充
、
消
費

税
軽
減
税
率
対
策
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
対
応
に
向
け
た
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
会
報
紙
面

の
充
実
、
Ｆ
Ｍ
さ
が
み
な
ど
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広
報
活
動

の
拡
充
強
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を

加
え
た
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス

に
よ
る
さ
ら
な
る
情
報
発
信
力

の
強
化
を
図
り
、
会
員
企
業
は

も
と
よ
り
、
地
域
内
企
業
と
広

く
一
般
市
民
の
方
々
に
も
当
商

工
会
議
所
の
活
動
を
、
よ
り
Ｐ

Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
は
、
会
員

の
皆
様
の
ご
理
解
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

一
般
会
費
の
均
等
割
額
を
４
千
円
、
増
額

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
施
策
の
さ
ら

な
る
充
実
化
に
加
え
、
会
員
の
皆
様
の
支

援
に
携
わ
る「
職
員
の
資
質
向
上
」や「
事

務
局
機
能
の
強
化
」を
図
り
な
が
ら
事
業

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

相
模
原
商
工
会
議
所
は
、
政
令
指
定
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
商
工
会
議
所
と
し
て
、

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
行
動
・
変
革
を
重

ね
、
産
業
界
の
活
力
で
人
や
企
業
に
選
ば

れ
る
新
し
い
相
模
原
を
創
出
す
る
べ
く
、

の
役
割
と
使
命
を
再
認
識
し
、
会
員
や
、

地
域
社
会
か
ら
頼
ら
れ
評
価
さ
れ
る
よ
う

施
策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
参
加
型
事
業
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

主
要
事
業
計
画
お
よ
び
各
会
計
の
予
算

等
、
各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
頁

を
ご
覧
下
さ
い
。

2019年度

事
業
計
画・収
支
予
算
を
承
認

�

第
92
回
通
常
議
員
総
会

あいさつする杉岡会頭
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主
要
事
業
計
画（
議
案
第
１
号
関
連
）

（
１
）�意
見
要
望
並
び
に
政
策
提
言
活
動

の
強
化

（
２
）�中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
の
成
長

力
支
援
の
拡
充
・
強
化

（
３
）�中
小
企
業
等
の
総
合
的
な
人
材
対

策
事
業
の
推
進

（
４
）�新
た
な
需
要
開
拓
や
販
路
拡
大
に

関
す
る
事
業
の
強
化

（
５
）�都
市
力
の
強
化

（
６
）�会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
会
員

交
流
事
業
の
拡
充
・
強
化

（
７
）�そ
の
他
特
定
事
業

各
会
計
予
算（
議
案
第
２
～
５
号
関
連
）

2019年度 予算総括表等
（単位：千円）

会　　 計　　名 2019年度 2018年度 比較増減
１　一　般　会　計 443,700 435,810 7,890
２　特　別　会　計 758,490 716,090 42,400
（１）特定退職金共済事業特別会計 495,160 464,340 30,820
（２）積立金特別会計 246,920 233,720 13,200
（３）退職給与積立金特別会計 16,410 18,030 △ 1,620
合　　計（１＋２） 1,202,190 1,151,900 50,290
一般・特別会計重複分 28,560 20,360 8,200
差引予算額純計 1,173,630 1,131,540 42,090

＜収入の部＞ （単位：千円）
№ 科　　目 2019年度 2018年度 比較増減
1 会費 126,550 112,440 14,110
2 特定商工業者負担金 3,820 3,900 △ 80
3 交付金（補助金） 126,260 125,240 1,020
4 交付金（委託金） 26,250 33,390 △ 7,140
5 事業収入 124,150 124,510 △ 360
6 雑収入 1,120 1,070 50
7 財政調整基金取崩収入 20,750 19,260 1,490
8 前年度繰越金 26,000 27,200 △ 1,200

合　　計 454,900 447,010 7,890
※共済掛金及び会計間の繰入金を除く
※積立金特別会計、退職給与積立金特別会計を除く
＜支出の部＞ （単位：千円）
№ 科　　目 2019年度 2018年度 比較増減
1 一般事業費、共済事業費 81,590 76,520 5,070
2 委託事業費 26,250 33,390 △ 7,140
3 地域振興事業費（補助対象） 36,420 34,600 1,820
4 商工会館維持費 20,360 24,490 △ 4,130
5 管理費（給与費･福利厚生費） 217,010 212,450 4,560
6 管理費 46,470 45,340 1,130
7 退職給与積立金 11,600 11,020 580
8 積立金特別会計繰入金 13,000 6,200 6,800
9 予備費 2,200 3,000 △ 800

合　　計 454,900 447,010 7,890
※維持費の中に商工会館修繕費を含む

2019年度
収入の部

2019年度
支出の部

会費
27.8％

交付金
（補助金）

27.8％交付金
（委託金）

5.8％

財政調整基金
取崩収入

4.6％
雑収入
0.2％

前年度繰越金
5.7％

一般事業費、
共済事業費

17.9％

委託事業費
5.8％

地域振興事業費
（補助対象）

8.0％

管理費
（給与費・福利厚生費）

47.7％

管理費
10.2％

積立金特別会計繰入金 2.9％
予備費 0.5％

退職給与積立金
2.5％

商工会館維持費
4.5％

事業収入
27.3％

特定商工業者
負担金
0.8％

常
議
員
の
選
任（
議
案
第
６
・
７
号
関
連
）

福
田　

博
之 

氏

（�

㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

古
淵
店　

店
長
）

若
林　

浩
之 

氏

（�

㈱
横
浜
銀
行　
　
　

相
模
原
駅
前
支
店　

理
事 

支
店
長
）

�

【
順
不
同
】

2019年度の事業計画（案）・収支予算（案）などを審議
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め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
、
未

来
の
相
模
原
の
た
め
に
青
年
部
と
し
て
何

が
で
き
る
か
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
考
え
行
動
し
た
事
業
で
し
た
。
長

谷
川
会
長
は
「
50
周
年
事
業
に
際
し
、
青

年
部
を
支
え
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
青
年
部
は
自
社
経
営
の
発
展

と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
為
に
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
１
日
目
は
、
関
東
有
数
の
規

模
を
誇
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
大
人
気

の
遊
園
地
「
さ
が
み
湖
リ
ゾ
ー
ト
・
プ
レ

ジ
ャ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
」で
ス
タ
ー
ト
。
併

設
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
特
設
会
場
を
設
け
、

季
節
と
立
地
を
存
分
に
味
わ
え
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

相
模
原
商
工
会
議
所

青
年
部
（
長
谷
川
明
会

長
）は
、
２
月
16
、
17

日
に
創
立
50
周
年
を
記

念
し
た
事
業
及
び
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。

※�

会
報
で
の
シ
リ
ー
ズ

紹
介
は
今
回
が
最
終

回
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
天

候
に
も
恵
ま

れ
、
家
族
づ

れ
な
ど
、
多

く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト

で
は
、
キ
ャ

ン
プ
場
エ
リ

ア
の
運
営
会

社
㈱
ピ
カ
の

協
力
に
よ
る
、
当
日
限
定
の
特
製
「
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
プ
レ
ー
ト
」を
来
場
者
に
無

料
配
布
。
ま
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ー
ル
を

扱
う
企
業
に
よ
る
薪
割
り
体
験
や
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
テ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
な

ど
、
多
彩
な
ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
を

展
示
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、超
大
型
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
火
を
囲
ん
で
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏
な

ど
も
あ
り
、
来
場
者
は
相
模
原
の
冬
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
杜
の
ホ
ー
ル
は
し
も
と
で

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
古
閑
美
保
さ
ん
を
お

招
き
し
「
ｎ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ　
ｇ
ｉ
ｖ
ｅ　
ｕ

ｐ
～
夢
を
諦
め
な
い
大
切
な
こ
と
～
」と

題
し
て
、
挫
折
を
し
て
も
諦
め
ず
に
夢
を

追
い
か
け
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
定
員
５
０
０
名
の

会
場
も
満
席
と
な
り
、
来
場
者
は
古
閑
さ

ん
が
自
身
の
半
生
を
快
活
に
語
る
姿
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
各
地
よ
り
来
賓
２
５
０

名
の
青
年
部
関
係
者
な
ど
を
招
き
、
式

典
・
祝
賀
会
を
開
催
。
式
典
で
は
杉
岡
会

頭
、
加
山
市
長
な
ど
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

歴
代
会
長
（
第
20
代
か
ら
第
24
代
会
長
及

び
第
27
代
県
青
連
会
長
）に
感
謝
状
を
贈

呈
。
松
下
龍
太
実
行
委
員
長
は
、
半
世
紀

を
越
え
こ
れ
か
ら
先
70
年
、
１
０
０
年
と

続
く
青
年
部
活
動
に
対
す
る
新
た
な
決
意

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
祝
賀
会
に

も
多
く
の
来
賓
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
関
係
者
が
出
席

し
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
や
音
楽
な
ど
も
交
え

50
周
年
事
業
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
、
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
50
周
年
イ
ベ
ン
ト
・
式
典
。
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
を
伝
え
る
た

祝賀会風景 記念式典では現役メンバー全員が登壇

２
月
16
日（
１
日
目
）

記
念
イ
ベ
ン
ト

「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ（
ヤ
マ
テ
ン
）

～
相
模
原
の
冬
を
楽
し
む
山
の
展
覧
会
～
」

２
月
17
日（
２
日
目
）

記
念
講
演
会
／

�

記
念
式
典
・
祝
賀
会

Road to 50周年
（最終回）

超大型キャンプファイヤー

火を囲んでフォークダンス

音楽を聞きながら・・・
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当
商
工
会
議
所
で
は
、

も
の
づ
く
り
企
業
支
援
の

一
環
と
し
て
、
技
術
士
派

遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
度
、
㈱
コ
バ
ヤ
シ

精
密
工
業
（
小
林
昌
純
社

長
）で
は
、
本
制
度
を
活

用
し
若
手
社
員
・
パ
ー
ト

従
業
員
の
機
械
図
面
の
読

解
力
な
ど
向
上
を
図
る
た

め
社
内
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
８
名
が
参

加
し
「
毎
日
自
分
達
が
使
っ
て
い
る
機
械

で
の
研
修
は
実
践
的
で
あ
り
今
後
に
十
分

活
か
せ
る
」「
図
面
を
三
次
元
構
造
ま
で

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」な
ど
、

手
応
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
林
社
長
の
厚
意
に
よ
り
、
同

社
を
会
場
と
し
た
工
業
部
会
会
員
向
け
の

公
開
講
座
の
開
催
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

出張図面の
読み方講座が好評

技 術 士
派遣事業

　

工
業
部
会
Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
豊

岡
淳
委
員
長
）は
３
月
１
日
、
市
立
産
業

会
館
で
「〝
先
入
観
〟を
排
除
す
る
！
」と

題
し
た
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
市
立
産
業
会
館

で
開
催
。
障
が
い
者
雇
用
で
先
進
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
㈱
栄
和
産
業
（
綾
瀬

市
、
伊
藤
正
貴
社
長
）と
、
障
が
い
者
の

教
育
活
動
・
就
職
支
援
を
行
う
「
え
び
な

支
援
学
校
」（
海
老
名
市
、
伊
藤
伸
一
郎

教
諭
）が
講
演
し
ま
し
た
。
当
日
は
35
名

が
参
加
。
障
が
い
者
雇
用
に
お
け
る
ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
学
び
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
伊
藤
教
諭
か
ら
支
援
学
校

卒
業
生
の
就
労
状
況
や
在
学
中
の
実
習
の

状
況
な
ど
、
教
育
実
習
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
障
が
い
者
を

健
常
者
と
同
等
に
育
成
し
、
障
が
い
の
特

性
に
応
じ
て
新
事
業
を
展
開
す
る
伊
藤
社

長
に
よ
る
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
送
り
出
し
、
受
け
入

れ
の
双
方
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
で
、
障
が

い
者
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」「
障
が
い

の
有
無
を
過
剰
に
意
識
す
る
こ
と
が
、
挑

戦
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
て
い
る
こ
と
が

認
識
で
き
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
質

疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
大
変

有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

挑戦するチャンスの重要性を語る
伊藤社長

送出側としての熱い思いを語る
伊藤教諭

障
が
い
者
雇
用
の

先
入
観
を
排
除
す
る

�

Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
が
セ
ミ
ナ
ー

　

経
済
産
業
省
が
実
施
す

る
補
助
事
業
「
ス
マ
ー
ト

も
の
づ
く
り
応
援
隊
事

業
」に
当
商
工
会
議
所
が

採
択
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

や
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
、

製
造
業
の
生
産
性
向
上
を

支
援
す
る
専
門
家
育
成
が

こ
の
ほ
ど
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

本
事
業
は
①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
た
現
場
カ
イ

ゼ
ン
が
で
き
る
専
門
家
の

育
成
②
育
成
し
た
専
門
家

の
現
場
派
遣
―
の
二
つ
の
軸
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

専
門
家
の
育
成
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｅ

（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
）の
専
門
家
で
あ
る
青
山
学
院
大
学

の
松
本
俊
之
教
授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
招
聘
し
、
市
内
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）ツ
ー
ル
ベ
ン
ダ
ー
も
参

画
す
る
こ
と
で
、
カ
イ
ゼ
ン
と
技
術
の
双

方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
６
回
の
講
義
を
終
え
、
今
回
育
成
さ

れ
た
専
門
家
は
２
０
１
９
年
度
以
降
、
実

際
の
現
場
に
派
遣
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、専
門
家
派
遣
は
、原
則
無
料
、

派
遣
回
数
の
上
限
な
し
で
募
集
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

出張図面の読み方講座の様子

製造業の生産性向上へ
スマートものづくり応援隊事業が始動‼

スクール事業の様子
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当
商
工
会
議
所
は
３
月
８
日
、
東
京
商

工
会
議
所
な
ど
全
国
34
商
工
会
議
所
が
連

携
し
た
「
ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘

市
」を
開
催
し
、
発
注
企
業
58
社
、
受
注

企
業
１
５
８
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
「
仕
事
を
受
け
た
い
」「
新

規
取
引
先
を
開
拓
し
た
い
」「
外
注
先
を

探
し
て
い
る
」な
ど
、
企
業
が
一
堂
に
会

す
る
事
前
マ
ッ
チ
ン
グ
方
式
で
、
各
地
商

工
会
議
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を

得
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
企
業
は
「
事
前
調
整
に
よ
り

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
と
具
体
的
な
商
談
が
で

き
た
」「
全
国
か
ら
企
業
が
参
加
し
て
お

り
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
期
待

で
き
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「ザ・商談！し・ご・と発掘市」
全国から企業が集合

会場全景

　

女
性
会
（
本
間
セ
ツ
会
長
）は
３
月
８

日
、
津
久
井
湖
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
「
第
３

回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」を
開
催

し
、
30
組
１
１
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
３
回
す
べ
て
参
加
し

て
い
る
。毎
回
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
い
る
」

「
表
彰
式
や
パ
ー
テ
ィ
ー
が
な
く
気
軽
に

参
加
し
や
す
い
」「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
を

是
非
、
高
校
生
の
た
め
に
役
立
て
て
も
ら

い
た
い
」な
ど
の
声
が
あ
り
、
多
く
の
方

か
ら
同
大
会
の
趣
旨
に
賛
同
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
賛
企
業
各
社
か
ら
の
協
賛
品

は
、
毎
年
、
コ
ン

ペ
入
賞
者
に
大
変

好
評
で
「
来
年
も

開
催
し
て
ほ
し

い
」と
の
感
想
も

多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
参
加
者

か
ら
集
ま
っ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金

は
、
市
内
の
県
立

高
校
に
寄
贈
い
た

し
ま
す
。

早
春
の
も
と
プ
レ
ー女性会の運営スタッフ

女 性 会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ　

ル　

フ
大
会
開
催

第３回

　

当
商
工
会
議
所
は
、
市
内
企
業
の
新

卒
採
用
活
動
を
支
援
す
る
２
つ
の
事
業

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

■
３
月
４
日
に
は
、
就
職
活
動
開
始

直
後
の
大
型
就
活
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ャ
リ

タ
ス
就
活
フ
ォ
ー
ラ
ム
横
浜
」の
会
場

内
に
「
さ
が
み
は
ら
で
働
こ
う
！
」特

別
エ
リ
ア
を
設
置
し
、
市
内
企
業
９
社

が
ブ
ー
ス
を
出
展
。
積
極
的
に
活
動
す

る
優
秀
な
学
生
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

■
３
月
14
日
に
は
相
模
女
子
大
学
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
「
さ
が
み
は
ら
合
同

就
職
説
明
会
」を
開
催
し
、
市
内
企
業

32
社
が
出
展
し
ま
し
た
。
地
元
相
模
原

で
の
就
職
を
希
望
す
る
学
生
と
市
内
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と
し
て
ご
活

用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人材採用
支援事業

新
卒
採
用
支
援

２
会
場
で
開
催

キャリタス就活フォーラム「さがみはらで働こう！」エリアの様子

『さがみはら合同就職説明会』出展企業プレゼンテーション
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㈱
ボ
ー
ド
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
（
緑
区
西
橋
本
）の
事
業

領
域
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。そ
の
社
名
の
通
り
、ボ
ー

ド
（
プ
リ
ン
ト
配
線
板
）の

開
発
か
ら
シ
ス
テ
ム
、
制
御

技
術
な
ど
を
カ
バ
ー
す
る
研

究
開
発
型
の
企
業
で
す
。
今

年
１
月
に
は
県
か
ら
優
良

小
規
模
事
業
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、

自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
「
車
載

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
評
価
向
け

Ｅ
Ｃ
Ｕ
ボ
ー
ド
」を
開
発
。

同
製
品
は
、
世
界
的
な
大
き

な
流
れ
で
あ
り
、
日
本
で
も

積
極
的
な
研
究
開
発
が
行
な
わ
れ
て
い
る

「
自
動
運
転
」の
研
究
開
発
な
ど
に
使
わ
れ

る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
同
社
の
大
谷
保
憲
社
長
に
事
業
内

容
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

―
ど
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
か
。

　
「
当
社
は
も
と
も
と
大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
に
い
た
私
が
２
人
で
始
め
た
会
社
で

す
。
今
年
で
14
期
目
に
な
り
ま
す
。
当
初

は
プ
リ
ン
ト
配
線
板
の
設
計
か
ら
出
発
し

ま
し
た
。
今
で
は
プ
リ
ン
ト
配
線
板
の
ほ

か
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
、

ソ
フ
ト
開
発
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
得
意

な
の
は
『
制
御
』に
関
す
る
技
術
で
す
。

例
え
ば
、
電
気
製
品
で
も
機
械
で
も
、
動

か
す
も
の
に
は
制
御
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

す
る
技
術
が
必
ず
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
ら
が
当
社

の
分
野
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
装
置
の
制

御
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）分
野
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

―
自
動
運
転
技
術
の
分
野
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
が
。

　
「
は
い
。
自
動
運
転
技
術
の
研
究
開
発

は
、
今
や
世
界
中
で
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま

す
。
高
速
・
大
容
量
の
移
動
通
信
が
可
能

に
な
る
次
世
代
通
信
規
格
『
５
Ｇ
』（
第
5

世
代
）も
追
い
風
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え
、

自
動
運
転
技
術
の
進
展
は
リ
ス
ク
も
伴

い
ま
す
。
自
動
運
転
車
が
万
が
一
、
ハ
ッ

カ
ー
に
乗
っ
取
ら
れ
た
ら
、
ク
ル
マ
が
た

ち
ま
ち
凶
器
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
日
本
で
も
国
を
挙
げ
て

自
動
運
転
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
分
野
に
、

当
社
の
技
術
が
貢
献
で
き
ま
す
」

　

―
そ
れ
が
「
車
載
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
評
価

向
け
Ｅ
Ｃ
Ｕ
ボ
ー
ド
」な
ん
で
す
ね
。

　
「
そ
う
で
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
車

種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
自
動
車
に
は
数
多

く
セ
ン
サ
ー
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

は
マ
イ
コ
ン
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）に
よ
っ

て
制
御
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車

の
エ
ン
ジ
ン
や
車
体（
シ
ャ
ー
シ
）、
車
両

自動運転技術の
研究開発支える
「制御」のスペシャリスト集団
㈱ボード・プランニング
代表取締役社長

大谷 保憲さん

（
ボ
デ
ィ
ー
）、
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）、
安

全
機
能
な
ど
、
全
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接

続
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
、
自
動
車

に
実
際
に
採
用
さ
れ
て
い
る
マ
イ
コ
ン
を

搭
載
し
た
『
車
載
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
評
価
向

け
Ｅ
Ｃ
Ｕ
ボ
ー
ド
』（
オ
ー
プ
ン
価
格
）を

開
発
し
ま
し
た
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
技
術

の
開
発
な
ど
で
も
使
用
可
能
で
す
。
ハ
ッ

キ
ン
グ
が
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
に
ど
う
影

響
す
る
の
か
、
そ
し
て
ど
う
対
策
す
べ
き

な
の
か
を
、こ
の
製
品
で
検
証
で
き
ま
す
。

当
社
で
は
自
動
運
転
技
術
の
発
展
を
こ
れ

か
ら
も
下
支
え
し
て
い
き
ま
す
」

TOP INTERVIEW
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代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656

　

相
模
原
市
商
店
街
地
域
貢

献
活
動
推
進
協
議
会
（
武
内
英

雄
会
長
、
事
務
局
相
模
原
商
工

会
議
所
内
）は
、
３
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
「
第
22
回
さ

が
み
は
ら
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
「
地
域
の
お
客

様
の
役
に
立
つ
商
店
街
」を
目

指
し
、
10
年
以
上
に
わ
た
り
継

続
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回

は
28
の
商
店
街
お
よ
び
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
清
掃

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
綺
麗
に

な
っ
た
地
元
で
是
非
買
い
物

し
て
も
ら
い
た
い
」「
自
治
会

や
学
校
な
ど
の
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
も

多
い
。
み
ん

な
が
地
域
に

関
心
を
持
つ

こ
と
は
非
常

に
良
い
こ

と
」と
い
っ

た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

第
22
回クリーン大作戦を実施

　

飲
食
宿
泊
業
部
会
（
志
村
英
昭
部
会

長
）は
３
月
12
、
13
の
両
日
、
視
察
研
修

会
を
開
催
し
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
自
然
・
農
業
・
食
べ
物
を
テ
ー

マ
と
し
た
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
、「
ポ
ケ
ッ
ト

フ
ァ
ー
ム
ど
き
ど
き
」（
茨
城
県
）を
視
察
。

季
節
の
野
菜
料
理
を
中
心
と
し
た
ブ
ッ

フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事

と
農
業
体
験
型
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、
牛
久
大

仏
や
犬
吠
埼
な
ど
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
を
巡
り
、
観
光
資
源
の
活
用

や
イ
ベ
ン
ト
展
開
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
参
加
者
同
士
の
情
報

交
換
交
流

が
深
め
ら

れ
た
」「
実

際
に
訪
れ

る
こ
と
で

観
光
資
源

の
良
さ
を

発
見
す
る

こ
と
が
で

き
た
」
な

ど
の
感
想

が
聞
か
れ

ま
し
た
。

飲食宿泊
業 部 会

早
春
の

茨
城・房
総
視
察

　

飲
食
宿
泊
業
部
会
（
志
村
英
昭
部
会

長
）は
３
月
15
日
、
昨
秋
頃
に
発
行
し
た

チ
ラ
シ
「
忘
新
年
会
・
宿
泊
特
集
」の
応

募
券
の
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。
厳
正
な

る
抽
選
の
結
果
、
５
０
０
０
円
分
の
商
品

券
の
当
選
者
30
名
を
決
定
。
こ
の
商
品
券

は
チ
ラ
シ
掲
載
店
や
一
部
の
掲
載
ホ
テ
ル

で
９
月
末
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

経
営
支
援
課　

　

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
５

地
元
店
の
さ
ら
な
る
利
用
を

チ
ラ
シ
抽
選
会
実
施

ポケットファームどきどきにて

部会委員が抽選を行いました

清掃活動の様子

古淵商栄会の皆様

お
知
ら
せ

　

当
会
報
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て

い
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
付
グ
ル
メ
チ

ラ
シ
は
発
行
を
順
延
い
た
し
ま
す
。

掲
載
申
込
な
ど
詳
細
が
決
定
次
第
再

度
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
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全国健康保険協会（協会けんぽ）神奈川支部の健康保険料率は、平成31年 3 月
分（ ４ 月納付分）より従前の9.93％から９.９1％に引き下げとなります。なお、介
護保険料率は、平成31年 3 月分（ 4 月納付分）より従前の１.57％から１.73％に引
き上げとなります。
加入者・事業主の皆さまには、何卒ご理解をいただきますよう、よろしくお願
いいたします。

〈本件に関するお問い合わせ先〉
　全国健康保険協会（協会けんぽ）神奈川支部企画総務グループ
　〒２４０-８５１５	 横浜市保土ヶ谷区神戸町１３４
　	 横浜ビジネスパーク・イーストタワー２階
	 TEL：０４５-３３９-５５３３（代表）

協会けんぽ神奈川支部の加入者・事業主の皆さまへ
協会けんぽ神奈川支部の平成31年度の
健康保険料率は9.91％に引き下げ、
介護保険料率は1.73％へ引き上げ
となります。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
各
種
業
種
団
体
が
組

織
活
性
化
や
資
質
向
上
を
図
る
た
め
に
行
う
事

業
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
金
は
１
団
体
４
万
円
を
限
度
に
、
８
団

体
を
予
定
。

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業

振
興
課　

業
種
団
体
助
成
金
担
当
（
０
４
２
－

７
５
３
－
８
１
３
６
）ま
で
。

助
成
金
制
度
の
概
要

【
対
象
団
体
】

▽�

中
小
企
業
者
が
市
内
（
旧
相
模
原
市
地
域
）

に
組
織
し
た
事
業
協
同
組
合
で
あ
る
こ
と
。

（
商
店
街
を
除
く
、
当
所
会
員
ま
た
は
組
合

所
属
事
業
所
の
50
％
以
上
が
当
所
会
員
）

▽�

産
業
振
興
を
目
的
に
組
織
し
た
団
体
で
、
そ

の
構
成
員
が
同
一
業
種
を
営
ん
で
い
る
こ
と
。

【
対
象
事
業
】

　

講
習
会
、
講
演
会
、
研
究
会
、
視
察
、
販
売

促
進
事
業
等
。

【
対
象
経
費
】

　

講
師
謝
金
、会
場
使
用
料
、資
料
費
、広
報
費
、

関
連
事
務
経
費
（
通
信
費
、
交
通
費
、
印
刷
製

本
費
、
消
耗
品
費
等
）。

※�

対
象
経
費
の
２
分
の
１
が
助
成
の
上
限
。

【
申
込
方
法
】

　

所
定
の
申
請
書
（
当
所
に
て
用
意
）を
事
業

実
施
15
日
前
ま
で
に
提
出
。最
終
申
込
期
限
は
、

２
０
２
０
年
３
月
６
日（
金
）。

　

制
度
の
詳
細
は
、
申
し
込
み
時
に
お
渡
し
す

る
、｢

業
種
団
体
活
性
化
支
援
事
業
助
成
金
交

付
要
領｣

に
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

業
種
団
体
活
性
化

助
成
金
の
ご
案
内

組 合 の
皆さま！

　

当
商
工
会
議
所
は
２
月
21

日
、
伊
勢
丹
相
模
原
店
で
今

年
度
４
回
目
と
な
る
「
女
性

経
営
者
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」

を
開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

の
女
性
経
営
者
ら
計
13
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
伊
勢
丹
相
模
原
店

の
協
力
に
よ
り
、
カ
ラ
ー
コ

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
プ
レ
・
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
ス
タ
ー
ト
。
山
本

幸
美
さ
ん
の
講
演
で
は
「
女

性
リ
ー
ダ
ー
力
を
高
め
て
仕
事
と
人
生
を

豊
か
に
す
る
５
つ
の
法
則
」に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
親
会
で
は
参
加
者

が
自
社
Ｐ

Ｒ
な
ど
を

行
い
、
交

流
を
深
め

ま
し
た
。

参
加
者
か

ら
は
「
女

性
同
士
だ

か
ら
話
や

す
い
」「
初

参
加
で
し

た
が
有
意

義
な
会
で

し
た
」「
ぜ

ひ
次
回
も
参
加
し
た
い
」な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

和やかで　
活気溢れる交流会
～第４回女性経営者ビジネス交流会開催～

食事を楽しみながら自社をPR

　

当
商
工
会
議
所
は
３
月
15
日
、
県
内

14
商
工
会
議
所
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
会
「
か
な
が
わ
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
市

場
」を
横
浜
市
の
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
県
内
各
地
か
ら
80
社
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
県
内
商
工
会
議
所
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
他
地
域
の

企
業
と
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
の
機
会
を
提

供
す
る
目
的
で

開
催
し
た
も
の

で
す
。
参
加

企
業
は
、
１
社
１
分
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
、
そ
の
後
は
自
由
に
交
流
・
名

刺
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
所
か
ら
参
加
し
た
企
業
は
「
普
段
、

接
点
の
無
い
地
域
や
業
種
の
企
業
と
出
会

え
る
貴
重
な
機
会
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
話
が
で
き

た
」と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

自社プレゼンテーションの様子

『
か
な
が
わ
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
市
場
』

県
内
14
商
工
会
議
所
連
携

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
開
催
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募集代理店：㈲神奈川ユニオンアシュアランス
代表　畑　喜一郎

相模原市中央区田名4417番地　☎ 042ｰ761ｰ3243
 0120ｰ61ｰ3243

お問い合わせは…

相模原商工会議所団体扱い

アフラック
ちゃんと応える医療保険EVER

給与サポート保険

入院も通院も保障　がん保険

　

世
界
的
な
環
境
意
識
の
高
ま
り

に
と
も
な
い
、
多
く
の
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
が
環
境
を
意
識
し
た
も
の
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
企
業
に
お
い

て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
環
境
の
相
関
を

的
確
に
説
明
で
き
る
人
材
の
育
成
が

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
は
、
複
雑
・
多
様
化

す
る
環
境
問
題
を
幅
広
く
体
系
的
に

身
に
付
く「
環
境
教
育
の
入
門
編
」と

し
て
、
幅
広
い
業
種
・
職
種
の
方
に

活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す（
当
商
工

会
議
所
で
は
受
験
者
が
対
前
年
比
30

パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
）。

○
説
得
力
を
高
め
る
武
器
に
な
る

　

顧
客
へ
の
提
案
力
に
差
が
つ
く
！

　

今
や
企
業
間
取
引
だ
け
で
な
く
消

費
者
の
購
買
活
動
に
お
い
て
も
、
価

格
や
品
質
に
加
え
環
境
に
配
慮
し
た
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要

な
選
定
基
準
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
営
業
・
企
画
の
際
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
環

境
の
相
関
を
取
引
先
・
顧
客
に
的
確
に
説

明
し
理
解
を
得
ら
れ
る
提
案
力
が
身
に
つ

き
ま
す
。
業
種
・
業
態
・
規
模
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
方
の
必

修
科
目
と
し
て
、ｅ
ｃ
ｏ
検
定
試
験
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。　

○
社
員
の
環
境
教
育
ツ
ー
ル
に
！

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
運
用
に
効
果
あ
り

　
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
を
社
員
の
教
育
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
さ
れ
る
企
業
が
増
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、ｅ
ｃ
ｏ
検
定

合
格
を
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
で

求
め
ら
れ
る
内
部
監
査
員
を
認
定

す
る
た
め
の
客
観
的
な
判
断
基
準

の
一
つ
と
す
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
取
引
先
に
対
す
る
自
社

の
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み
を
示

す
も
の
と
し
て
、
合
格
者
数
の
数

値
化
は
説
得
力
の
あ
る
材
料
と

な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
近
年
、
環

境
報
告
書（
環
境
レ
ポ
ー
ト
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
等
）を
発
行
す
る

企
業
が
増
加
す
る
中
、ｅ
ｃ
ｏ
検

定
の
社
内
導
入
を
記
載
す
る
こ
と

で
、
自
社
の
環
境
活
動
を
対
外
的

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

　

企
業
の
環
境
経
営
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
社
内
の
環
境
意
識
の
底
上
げ

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
の
導
入

に
よ
り
社
内
全
体
で
環
境
マ
イ
ン
ド
が
高

ま
り
、
社
員
の
自
主
的
な
行
動
を
促
す
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

eco検定
2019年度実施予定

【第26回】(受験料 5,400円）
・試験日　 7月21日㈰
・申込登録期間
　 5月 7日㈫～ 6月 7日㈮
【第27回】(受験料 5,500円)
・試験日　12月15日㈰
・申込登録期間
　10月 1 日㈫～11月 1 日㈮
� ※受験料は税込みです

【お問い合わせ】
　共済検定課� ☎042-753-8134

「eco検定（環境社会
検定試験）」って

どんな検定？

■
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

　

当
協
会
で
信
用
保
証
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
の
経
営
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
中
小
企
業
診
断
士
等
の

専
門
家
を
派
遣
い
た
し
ま
す
。

《
ポ
イ
ン
ト
》

・�

原
則
５
回
（
経
営
改
善
計
画
を
策
定

す
る
場
合
は
８
回
）ま
で
無
料
で
派

遣
！

・�

当
協
会
で
信
用
保
証
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
方
（
予
定
を
含
む
）が

対
象

■
リ
タ
ー
ン
ア
シ
ス
ト

　
長
期（
別
枠
）保
証
の
ご
案
内

　

当
協
会
で
は
、
保
証
付
融
資
の
返
済

の
猶
予
や
軽
減
の
条
件
変
更
を
行
っ
て

い
る
企
業
を
対
象
と
し
た
保
証
制
度

「
リ
タ
ー
ン
ア
シ
ス
ト
長
期
（
別
枠
）保

証
」を
設
け
て
い
ま
す
。

　

最
長
15
年
間
の
保
証
が
可
能
で
、
融

資
実
行
後
も
金
融
機
関
と
当
協
会
と
が

協
力
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　
相
模
原
支
店

　

☎
０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　

http://www.cgc-kanagawa.or.jp

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

神
奈
川
県

信
用
保
証
協
会
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㈱
ム
ラ
タ
（
中
央
区
相

生
）は
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
ブ

ラ
ン
ド「
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｒ 

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｇ
Ｅ
」(

メ
ジ
ャ
ー
ス
テ
ー

ジ)
」を
展
開
。
商
品
を
企
画

し
、
製
造
、
販
売
す
る
企
業

で
す
。
主
力
商
品
で
あ
る
野

球
用
品
は
、
硬
式
グ
ラ
ブ
を

中
心
に
、
ス
パ
イ
ク
や
木
製

バ
ッ
ト
、
硬
式
ボ
ー
ル
、
ユ

ニ
ホ
ー
ム
、
バ
ッ
グ
と
幅
広

く
扱
っ
て
い
ま
す
。
少
年
野

球
を
は
じ
め
中
学
、
高
校
、

大
学
、
社
会
人
野
球
、
女
子

プ
ロ
野
球
な
ど
と
全
国
で
多

く
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
希
望
を

か
な
え
て
い
ま
す
。
今
回
は

同
社
の
村
田
淳
社
長
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

■
熟
練
職
人
と
連
携

　

昨
年
の
夏
、
第
１
０
０
回
大
会
の
甲
子

園
で
準
優
勝
し
た
、
金
足
農
業
高
校
野
球

部
が
「
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｒ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」ブ
ラ

ン
ド
を
使
用
し
、
大
旋
風
を
巻
き
起
こ
し

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

商
品
は
国
内
生
産
が
基
本
。
特
に
硬
式

グ
ラ
ブ
で
は
国
内
上
位
ク
ラ
ス
を
革
鞣

し
、
製
法
か
ら
熟
練
職
人
と
の
連
携
を
し

て
い
ま
す
。

　

村
田
社
長
自
身
も
野
球
に
打
ち
込
ん
で

い
ま
し
た
。
小
学
生
の
と
き
に
相
模
原
市

相
生
子
供
会
で
軟
式
野
球
を
始
め
、
そ
の

後
は
中
学
、
高
校
は
桜
美
林
学
園
に
進

学
。
高
校
３
年
（
１
９
７
６
年
）に
は
、

夏
の
甲
子
園
初
出
場
初
優
勝
の
１
番
ラ

イ
ト
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
し
て

日
本
体
育
大
学
に
進
学
。
80
年
に
明
治

神
宮
大
会
初
優
勝
時
の
メ
ン
バ
ー
で
し

た
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

を
経
て
、
父
親
が
経
営
す
る
同
社
に
入

社
。
そ
れ
か
ら
異
業
種
だ
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
用
品
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

や
が
て
選
手
の
声
を
商
品
開
発
に
生
か

す
た
め
、
20
年
前
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
「
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｒ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」を
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

村
田
社
長
の
営
業
努
力
も
あ
り
、
当
時

の
甲
子
園
出
場
高
校
の
優
勝
投
手
が
同

ブ
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ブ
を
使
用
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
雑
誌
や
新
聞
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
好
評
を
博
し
、
全
国
か
ら
注
文

が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　

■�

商
品
開
発
に

　
　

意
欲
燃
や
す

　

現
在
は
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や

外
商
な
ど
販
売
形
態

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
す
ぐ
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
の
を

強
み
と
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
デ
ィ
バ
ッ
グ
も
製
作
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
性
と
機
能
性
を
重
視
し
た
こ
と

が
好
評
を
博
し
、
プ
ロ
野
球
選
手
た
ち
の

間
で
も
密
か
に
口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

実
は
村
田
社
長
自
身
も
ゴ
ル
フ
好
き
。

ゴ
ル
フ
場
の
多
い
相
模
原
で
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
な
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
満
足
さ
せ
る
商
品

の
開
発
に
も
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
商
品
を
開
発
し
、

選
手
に
喜
ば
れ
、
夢
の
実
現
に
向
け
、
役

立
ち
、
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
」（
村

田
社
長
）と
話
し
て
い
ま
す
。

野球用品の専門メーカー

こだわりの「品質」で
選手の活躍を支える

㈱ムラタ
代表取締役

村田 淳さん

　

ま
た
、
ゴ
ル
フ
好
き
の
野
球
選
手
か
ら

キ
ャ
デ
ィ
バ
ッ
グ
の
製
造
を
依
頼
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
同
ブ
ラ
ン
ド
の

わが社のいち押し
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専門家に学ぶ

●キャッシュレス化とは何か
　店舗で消費者に商品・サービスを
販売したとき、代金を現金でいただ
くのではなく、クレジットカード、
デビットカードや電子マネー等を
使って決済を進めることを「キャッ
シュレス化」といいます。
　キャッシュレスによる決済比率
は、韓国では9０％を超え、中国やシ
ンガポール、米国など比率の高い国
では40％～60％台に達しています。
　しかし、日本では20％に達してい
ません。日本でキャッシュレス化が
進んでいない理由は、治安が比較的
良いこと、ATMなど金融インフラ
も整備されていること、紙幣などが
きれいで安心して使えることなど、
現金決済が便利だからです。
●消費者側のメリット
　現金は便利な反面、銀行やATM
に行って用意するといった手間も必

要ですし、盗難のリスクもあります。
キャッシュレス決済による消費者の
メリットは、①財布を持たずに買い
物ができること、②紛失や盗難時の
被害リスクの減少、③購買履歴が分
かることの大きく 3 つです。
　高齢者にもキャッシュレス化は便
利です。加齢によって目が悪く、指
先の感覚も鈍り、財布の小銭などを
取り出すのが難しくなります。決済
手段に慣れれば、このような煩わし
さから解放されます。
●お店・事業者のメリット
　次の 3つのメリットがあります。
①売上機会の増加
　消費者の利便性が向上するので新
規顧客開拓も可能になります。訪日
外国人の54％がクレジットカード
を利用しているので、インバウンド
対策としても有効です。
②効率化
　お店でレジ精算作業や釣銭の準備
など、現金関連作業にどれほどの手
間がかかっているでしょうか。ある
調査では、レジ １ 台の店舗の 1 日

あたりで80分も費やしていること
がわかりました。内訳は現金残高の
確認作業25分、売上データ集計作
業23分、銀行での現金両替作業 ８分、
つり銭をレジに準備する作業10分、
売上の銀行入金作業14分です。こ
れだけの時間を、商売本来の接客や
仕事に振り向けることができたら、
と思いますよね。
　人手不足の中では、効率化のメ
リットは計り知れません。また食品
を扱っている店舗では、レジ作業中
に貨幣を触らないことなどによる衛
生面のメリットも大きいです。
③データの活用
　キャッシュレス決済の効果は、決
済そのものではなく、データの活用
にあるとも言われています。現金
は匿名性が高いですが、キャッシュ
レス決済では、購買時点のデジタル
データを活用することができます。
顧客の購買履歴に応じたクーポン発
信、お店からの販促情報発信など、
マーケティング効果も期待されます。
　キャッシュレス化は消費税増税対
策の中で進められています。この機
会を逃さないためにも、しっかりと情
報収集して対応していきたいですね。

キャッシュレス化のメリット
　① 売上機会の増加
　② 効率化
　③ データの活用

有村 知里
プロフィール
　経営の伴走者として、企業・店舗の販売
改善、新事業展開の支援にまい進中。女性・
生活者の視点を活かし、具体的なアドバイ
スを得意とする。

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

会員募集中
伊藤典範 共済会

イフ

if

1万円の入会金で一生涯保障

0120-42-9039もしも
の時は

安心のネットワーク
全葬連加盟店

深夜でも休日でも、24時間承っております。

伊藤典範 検索
〒252-0344 相模原市南区古淵5-27-1

白雲殿・紫雲殿・コミュニティホール 式場使用料
無　　料

キャッシュレス化のメリット
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INFORMATION

事
業
承
継
の
支
援

　

現
在
、
日
本
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
最
も

深
刻
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
が
「
後
継
者
問
題
」で
す
。
神
奈
川
県
で

も
約
７
割
の
企
業
が
後
継
者
不
在
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
東
日
本
銀
行

で
は
、
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
業
務
の
一
部
と
し
て
事
業

承
継
に
よ
り
力
を
入
れ
て
こ
の
「
後
継
者
問

題
」に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

東
日
本
銀
行
で
は
、
同
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
横
浜
銀
行
と
協
力
し
て

第
三
者
承
継
（
Ｍ
＆
Ａ
）業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
既
に
後

継
者
を
決
め
て
い
る
親
族
内
承
継

や
従
業
員
へ
の
社
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　平素より、当商工会議所に対しまして
格別のご支援ご協力を賜わり厚くお礼申
し上げます。
　さて、会員皆様には、すでにご通知申し
上げ、ご案内をさせていただいておりま
すが、平成31年度より一般会費額は均等
割額を一律4,000円増額させていただき、
新しい年会費額をご納入いただくことと
させていただきました。
（詳細は右記のとおりです）
　そして、年会費の納期につきましては、
例年どおり右記の期日が口座振替日及び
お振込期限となりますのでよろしくお取
り計らい下さるようお願いいたします。
　なお、口座振替以外の事業所様につき
ましては、年会費を最大 3 分割して納入
することができますので、詳細は担当ま
でお問い合わせください。
　出費多端の折とは存じますが、会員皆様
には何卒、ご理解、ご協力を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。

●口座振替のお届けを
　いただいている事業所様は

●口座振替のお届けを
　いただいていない事業所様は

口座振替日

6月17日㈪
お振込期限

6月28日㈮

平 成
31年度 商工会議所会費納入について（お願い）

今
☆
知
っ
て
お
き
た
い

�

マ
ネ
ー
学

改定前の年会費
8,000円

平成31年度以降の年会費
12,000円

均等割 ＋ 口数に応じた額 均等割 ＋ 口数に応じた額

3,000円＋ 5,000円／1口 7,000円＋ 5,000円／1口
会費に含まれる均等割が4,000円増額となります。

（例）現在、	年会費 8,000円（ 1 口）は 12,000円（上記例のとおり）に、
	 年会費 13,000円（ 2 口）は 17,000円に、
	 年会費 18,000円（ 3 口）は 22,000円に、それぞれ変わります

担当：総務課 ☎042-753-8131



福利
厚生

従業員の
福利厚生を充実したい

● 優良従業員表彰
　永年職務に精励し、会社の発
展に寄与している従業員を商工
会議所が表彰します。パート従
業員など雇用形態は問いません。
★お問い合わせ：
　総務課　☎：042-753-8131

● 特定退職金共済制度
　従業員のための退職金積立金制度です。毎月の掛金は1口1,000
円で最高30口まで加入でき、掛金は損金または必要経費に計上で
きます。

● 健康診断サービス
　会員事業所の福利厚生サービス事業として、市内の医療機関等
で受診できる法定健診、生活習慣病予防健診を安価で提供してお
ります。経営者や従業員の皆様の健康管理を充実させるとともに
疾病の早期発見・早期治療のために是非お役立て下さい。

● 労働保険事務代行
　当所では、労働保険事務組合を設立し、事業主の委託を受けて
事業主が行うべき労働保険の事務処理を代行するサービスを実施
しております。
★お問い合わせ：共済検定課　☎：042-753-8134
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相模原商工会議所では、会員企業の経営基盤の強化やビジネスチャンスの拡大、交流事業・
サービスなど、様々な支援事業を行っておりますので是非、ご活用ください。

安心
安全

企業経営の“安心・安全”
を充実させたい

● 共済制度
・‌�生命共済制度…役員および従業員の福利厚生制度にご活用いた
だけます。特徴は①病気・災害による死亡事故から事故による
入院まで、業務上・業務外を問わず24時間保障されます。②医
師による診査は不要です（告知のみでお申込みいただけます）。
③ガンや 6大生活習慣病で入院した場合、ガンで先進医療を受
けた場合は一時金が支払われます。④商工会議所連合会独自の
給付金制度（見舞金・祝い金等）が付加されています。

・‌�小規模企業共済制度…個人事業をやめられたとき、会社等の役
員を退職したときなどの生活資金等をあらかじめ積み立ててお
くための共済制度です。（掛金は全額所得控除となります）

・‌�経営セーフティ共済制度…「取
引先の倒産」という事態はいつ
起こるかわかりません。経営セ
ーフティ共済は、そのような不
測の事態に直面された中小企業
の皆様が迅速に資金の貸付を受
けることができる制度です。（掛
金は必要経費または損金に参入できます）
★お問い合わせ：共済検定課　☎：042-753-8134

● 創業支援
　創業・起業に興
味のある方を対象
に「創業セミナー」
を開催し、創業・
起業を支援してい
ます。
　創業のイロハか
らビジネスプラン
（創業計画書）の作成方法や、創業者同士の人的ネットワーク作
りにも役立ちます。

● 新事業展開・経営革新支援
　経営環境の変化に対応す
るため、テーマ別セミナー
（海外展開、各種施策・補
助金活用、人手不足、事業
承継・働き方改革など）の
開催や外部機関との連携を
通じて、より専門的な個別
支援なども行っています。
★お問い合わせ：経営支援課　☎：042-753-8135

創 業
経 営
革新支援

創業や
新たな事業展開を図りたい

経営
支援

課題解決や
経営基盤を強化したい

● 経営相談
　経営の改善・発達のため、
経営全般・法律・許認可・
労務等の専門家による無料
相談を実施しています。

● 金融支援
　主に小規模事業者を
対象としたマルケイ資
金（小規模事業者経営
改善資金：日本政策金
融公庫制度融資）。
　相模原商工会議所の
推薦により、融資額
2,000万円まで無担保・
無保証人・低利率で融
資が受けられる公的融資制度です。さらに、融資実行後36ヶ月ま
で金利50%以内が相模原市より補給されます。
※ご融資と利子補給には、一定の要件がございます。
★お問い合わせ：経営支援課　☎：042-753-8135



注目

ビジネス
チャンス
拡　 大

販路拡大や新たなパートナーを発掘したい

情報 最新の情報を収集したい
認知度・信用度UPしたい

● 講演会・視察研修
　講演会・視察研修などの情報を随
時更新していますのでご活用くださ
い。
★詳しくはホームページで
　https://www.sagamihara-cci.or.jp/

● 会報誌による無料広告掲載コーナー「会員PRコーナー」
　会報誌「さがみはら商工会議所
会報」に会員皆さんの企業情報を
掲載・PRできます。
★お問い合わせ：
　総務課　☎：042-753-8131

● ザ・ビジネスモール
　全国の商工会議所などが共同運
営する「商取引支援サイト」です。
取引先の検索はもちろん、無料で
自社製品・サービスをPRできま
す（一部有料）。
★お問い合わせ：経営支援課　☎：042-753-8135

人材
確保
支援

円滑な人材確保と
効果的な人材育成をしたい

●大学との就職情報交換会
　新卒人材の採用に向け大学と
つながりをつくる場を提供。定期
的に理工系大学などと情報交換
を実施していますのでご活用く
ださい。

● さがみはら合同就職説明会
　新規学卒者を対象に、企業別
ブース形式による合同会社説明会
を開催しています。企業と学生と
の出会いの場として、ご活用くだ
さい。

● 新入社員研修
　社会人としての自覚を促し、ビ
ジネスマナー習得など新入社員研
修を行っています。毎年、多くの
新入社員に参加いただいています
のでご活用ください。
★お問い合わせ：
　産業振興課　　☎：042-753-8136

● 受発注商談会・しごと発掘市
　主に製造業を対象としたビジネスマッチング事業。東京や横浜な
ど他地域の商工会議所と共催しますので、様々な企業との幅広い商
談の機会となりますのでご活用ください。
★お問い合わせ：産業振興課　☎：042-753-8136

● ビジネス交流会
　当商工会議所単独または、近隣商工会議所との共催で、販路拡大
や人的交流などビジネスチャンス拡大を支援する交流事業を実施。
業種や業態、規模などの条件は一切なく、会員であればどなたでも
参加できます。市内外の様々な企業との出会いの場としてご活用く
ださい。
★お問い合わせ：総　務　課　☎：042-753-8131
　　　　　　　　産業振興課　☎：042-753-8136
　　　　　　　　南　支　所　☎：042-746-3619

ビジネスを全力でサポートする

商工会議所の事業・メリット紹介ガイド
ビジネスを全力でサポートする

商工会議所の事業・メリット紹介ガイド

17 相模原商工会議所 会報  2019.4
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会員 PRコーナー

お客様の満足を高めるITシステムを構築、ご提案します！

事業内容：システム開発、ソフトウェア開発
〒186-0003　東京都国立市富士見台2–15–7　富士商事ビル4階
TEL：042–505–6845
URL：http://www.sicc.co.jp/　　E-MAIL：info@sicc.co.jp

当社は2004年の設立以来、全国にある放送局（テレビ、ラジオ）
向けシステムの設計、開発、検査サービスを提供しています。
映像や音声を扱う監視・制御系システムはもちろん、金融業界
や官公庁向けの業務系システムやWeb系システムなど幅広く
対応をしております。また、近年その重要性が増している情報
セキュリティに関するコンサルティングサービスも提供しています
ので、お気軽にお問い合わせください。
さらに新規事業として、女性向けWebサイトを運営していま
すので、広告掲載や商品紹介などのご相談も随時、承って
おります。

世界に誇る日本のものづくりを足場から支えています。

すべての物を早く安くお届け

事業内容：鋳造鍛造プラスチック成形関連素材の商社
〒252-0235　相模原市中央区相生4–11–1
TEL：042–776–3588　FAX：042–776–3139
E-MAIL：kashiwasangyo@jcom.home.ne.jp

柏産業株式会社

平安中期以降に始まったとされる日本刀。和包丁、鉄瓶、
鋳物鍋、などその匠の技は今も脈 と々受け継がれています。
シームレスパイプ、大型ガスタービンは、世界最高峰の技術
と言われています。私達は世界に誇る鍛造と鋳物の技術を
材料の供給という形で支えています。
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INFORMATION
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

平成31年2月28日現在会員数 4,726件
（平成31年2月1日～2月28日）新入会員紹介

部　会 事 業 所 名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

商 業 ㈲　中 　 島 　 商 　 会 三浦　茂雄 緑区橋本3-30-1 042-772-2668 スポーツバイク・一般車・
アシスト車の販売修理

工 業 ㈱　日 本 ア イ シ ー テ ィ 大郷　　洋 中央区相模原6-22-9
朝日相模原ビル702号室 042-707-8038 ソフトウェア開発・保守

サービス業 エ ス ア イ ㈱ 金子　　誠 中央区淵野辺本町5-21-8 042-754-7836 ソフトウェア・ソリューショ
ン開発

サービス業 さかにし貴子行政書士事務所 阪西　貴子 中央区南橋本1-22-15-203号室 042-703-3795 行政書士業

建 設 業 ㈱　 野　　　 尻　　　 屋 野尻　恵子 中央区淵野辺本町4-33-9-2 080-5194-2925 木造住宅・ビル・マンショ
ン等の防水工事

特 別 会 員 そ う じ や Manabu
おそうじ革命　相模原橋本店 清水　　学 東京都町田市相原町1701-17 090-8500-3838 ハウスクリーニング、マン

ション清掃、生活サポート

相談内容 日　　時 場所

労務相談
社会保険労務士による相談

5/14㈫
13:00～16:00

本所

受発注相談
産業振興センター相談員に
よる相談

4/24㈬・5/8㈬・5/22㈬
13:00～16:00

本所

職場環境相談
（メンタルヘルス対策）
精神保健福祉士による相談

相談日時、場所等はお申し込み時に決定
します 本所

その他各種相談
※�経営全般、事業承継相談、ＩＴ相談、

経営安定相談等の各種相談も承ってお
ります。

本所

健康相談
従業員数50人未満の事業場

毎月第 3木曜日　13:30～15:30
産業医・保健師による『健康相談』を行っております。 
ご相談・申込みは相模原地域産業保健センター 
☎042-772-0031で2週間前までにご予約をお願いします。

本所

相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

4/19㈮・4/26㈮・5/10㈮・5/17㈮
13:00～16:00

本所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

4/25㈭・5/8㈬
10:00～12:00･13:00～16:00

本所

4/18㈭
10:00～12:00･13:00～16:00

南支所

発明相談
発明協会相談員による相談

5/9㈭
13:00～16:00

本所

許認可相談
行政書士による相談

4/19㈮・6/21㈮
13:00～16:00

本所

税務・経理相談
税理士による相談

4/15㈪・4/18㈭・4/22㈪・4/25㈭
5/9㈭・5/13㈪
13:00～16:00 ※ご予約は☎042-759-0046まで

本所

～お気軽にご相談ください～
窓口相談のご案内

無
料

ご　予　約
お問い合わせ：本所経営支援課　☎ 042-753-8135

【
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※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前
商 業 ㈱ストライドワン 所 在 地 中央区淵野辺4-37-25　志村ビル201号室 中央区淵野辺3-21-5　プラムツリー103号室

飲食宿泊業 ㈱武仁 所 在 地 南区相模大野7-24-15　コスモヒルズ406号室 南区南台5-10-5

電 話 042-705-6200 042-742-4917

Ｆ Ａ Ｘ 042-705-6201 042-742-4892

会員登録変更のお知らせ
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